




キ ー ワ ー ド 開眼 閉眼 触覚 視覚 描画サイズ 縮小現象
本研究は,パ ターン情報処理に関す る視覚 と
触覚間の通様相的な研究の一環 として行 われた。
文字,円,線 などの簡単 な図形 を眼 を閉 じて描
くと,眼 を開けて描いた場合 に比べて描画され
る図形は小 さ くなる。以下の7つ の実験 におい





大 きさの円を描かせ,描 画 された円の大 きさを
開眼条件 と閉眼条件 とで比較する。
方 法
条件お よび用具:描 画条件 は通常通 り眼 を開
いて見 なが ら描 く開眼条件 と,眼 を閉 じて見 な
いで描 く閉眼条件の2種 。描画すべ き図形 は,
直径30mmの 大 きさを指定 された円(指 定円)
と,被 験者が イメージする適当な大 きさの円(自
由円)の2種 。A6版(縦llcm× 横15cm)の
白紙複数枚。筆記用具 として鉛筆。
手続:A群 の被験者(76名)は 先ず開眼 した
まま自由な大 きさの円(自 由円)を 描 き,次 に
眼 を閉 じて今描画 したと同 じ大 きさになるよう
に円(自 由円)を 描 くように教示 された。少 し
休憩をはさみ,同 じ被験者が眼を閉 じて直径30
mmの 円(指 定円)を 描 き,最 後 に開眼後 同 じ
直径30mmの 円(指 定円)を 描 く。B群 の被験
者は眼 を閉 じて自由な大 きさの円を描 き,開 眼
して同じ大 きさの円を描 く。休憩後,開 眼 した
まま直径30mmの 円を描 き,最 後 に眼を閉じて
直径30mmの 円を描 く。描画の最中は,開 眼条
件,閉 眼条件 ともに,左 人差 し指を用紙の中心
付近に置 き,始 点 ・終点の手掛か りとした。描






自由円 の個 人 デー タ を,閉 眼条件 で よ り小 さ
く描 い た被 験 者群 と,開 眼条件 で よ り小 さ く描
い た被験 者 群 と に分 けてTable1-1に 纏 め た。
Table1-2は 指定 円の デ ー タであ る。 自由円156
例 の うち閉眼条件 で よ り小 さ く描 かれ たの は81
%,開 眼 の方 が大 き く描 かれ たの は15%。 指 定
円にお い て も73%は 閉眼 条件 が よ り小 で あ る
(Flg.1-1)。 描画 され た 自由円 の平均 的大 きさは




subj. with without subj. with without subj. with without subj. with without
52 109 90 57 86 60 34 11a 113 60 83 83
48 96 71 38 84 71 75 82 86 58 63 63
56 93 69 49 83 54 37 75 88 32 41 41
49 90 74 78 58 63 74 8fl 31 32 32
21 90 67 50 72 66 40 62 65 22 77 77
66 87 66 36 71 51 35 61 77 59 56 56
25 85 73 68 71 45 36 58 78 43 31 31
22 84 63 17 70 50 61 57 65 V→Tmean 54.8 54.8
3 83 80 55 70 42 64 54 61 T→Vmean 54.7 54.7
9 79 60 56 sr 53.5 39 42 48 mean 54.7 54.7
13 77 61 61 61 53 41 35 37
Table1-1TheIndividualdataofdrawnsize
infreesizedcondition.
4 75 64 91 59 41 1 27 29
10 75 57 51 58 55 62 19 23
15 73 58 58 58 53 54 64 86
43 72.5 61 52 58 46 72 60 66
57 72 61 39 58 40 54 57
77 71 62 29 56 53 65 41 50
65 70 63 41 56 53 46 32 39
20 69 60 3 55.5 40 25 15 18
69 67 47.5 67 55 41 24 15 15.5
66 65.5 38 42 53 38 33 9 12.5
47 65 sa 75 5a 42 23 8.5 12
51 64 55 1 50 32 34 6 10
26 63 55 12 48 39 V→Tmean 58.2 65.4
68 62 50 71 47 39 T→Vmean 30.5 36.6
59 61 60 47 38 mean 46.1 52.9
29 60 54 15 46.5 35.5
42 60 52 10 46 34
30 60 46 48 46 32
53 60 44 66 45 25
76 60 43 9 43.5 30
28 57 48 74 43 40
70 55 52.5 37 41 38
19 55 51 53 4i 32.5
24 55 50 11 40 35
17 54 51 69 40 33
55 54 41 47 39 41
8 53.5 49 27 38 2$
67 52.5 38 70 37 31
74 51 34 64 37 29
73 50 45 4a 34 30
16 49 46 34 29
18 48 39 77 34 28
7 48 37 6 34 10
50 46 31 26 32.5 17
23 44 35 28 32 21
54 43 35 31 30.5 25
27 42 31 8 29.5 21
45 42 25 7 27.5 25
6 40 31.5 18 27.5 25
2 39 z7 4 27 19.5
44 38.5 33 45 26 24
12 37 35 19 24.5 17
71 36 29 14 20 19
33 35 34 13 !8 9
11 34 25 21 16.5 14
46 28 22.5 20 13.5 12.5
5 23.5 21.5 44 13.5 12
72 16 12 2 13 8.5
35 122 38 30 11 7.5
63 104 92 16 11 6.5
76 97 59 V→Tmean 59.7 48.7
73 95 83 T→Vmean 49.4 37.6





subj. with without subj. with without
96 Sl 59 36 33
81 63 43 16 36 27.5
10 54 41 46 36 22
33 49.5 40 92 36 20
51 49.5 38 45 35 33
75 47 39 90 35 31
13 45 44 123 35 26
87 45 29 91 35 23
6 44 30 69 34 23
83 41 39 43 33.5 24
8 41 25 101 33 32
32 39 25 37 33 30
40 38 35.5 121 33 25
90 37.5 25 85 32 31
92 37 31 ia3 32 23
2 37 30 1Q2 32 20
86 37 27 39 31 30
19 37 19 36 31 28
70 36 30 120 31 27
18 33 25.5 119 31 20
52 33 25 29 31 18
58 33 24 67 30 27.5
60 32 30 113 30 27
3 31 26 55 30 26.5
44 31 25.5 108 30 23
79 31 21 99 30 20
74 31 19 30 !8
50 30 22.5 68 29 35
4 30 20 56 29 28
49 30 17 105 29 25
5 30 16 27 29 !9
43 29 28 53 28 25
80 29 16 63 28 21.5
1 28.5 27 114 27 26
72 28.5 17 128 27 21
22 28 22.5 20 27 18
71 27 19.5 127 27 16
41 25 21 86 26 22.5
11 25 19 126 26 22
27 24 15 22 26 19
45 23.5 17 82 26 18
55 23 22 6 26 16
53 23 18.5 12 26 16
34 22.5 15 50 25 22
24 22 21 23 25 21.5
37 22 20 31 25 19
62 22 16 19 25 18
88 21 18.5 65 25 15
85 20 19.5 76 24 21
95 20 17 4 24 16
64 19 16.5 14 23.5 23
16 19 16 3 23.5 22
89 19 14 llZ 23.5 11
67 17 15 58 23 21
91 15.5 8 23 21
23 15 11 22.5 16
49 64 40 26 22 21
97 57 46 87 22 20
79 46 41 118 22 20
25 45 34 81 22 17
94 45 30 52 22 17
107 44 41 130 22 17
104 44 37 iio 21 18
96 44 2! 20.5 17.5
88 43.5 37 48 20 i8
115 43 28 11 20 17.5
89 42 34 125 19.5 19
129 4! 30 117 19 16
41 39 38 109 18 17.5
74 39 27.5 95 16 15
51 38 35 18 16 14
5 38 22.5 78 16 11
44 37 35 V→Tmean 32.2 24.5
37 35 T→Vmean 30.5 24.2
























































































































without subj. with without
64 30 32 32
38 25 31 31
40 17 24 24
38 15 ユ9 19
36 122 28.5 28.5
35 84 28 28
33.5 100 24 24
29 77 22 22
27 V→Tmean 26.5 26.5
28.5 T-一'Vmean 25.6 25.6








































った。 閉眼条件 でより小 さい円を描いた被験者
群の描画円の大 きさは,開 眼条件で平均54mm,
閉眼条件で平均43mmと,顕 著 な差が認められ
た(Fig.1-2)。 初めに見なが ら描いた後 に見 な
いで描 く開眼→ 閉眼順で も,そ の逆の閉眼→開
眼順で も,と もに閉眼条件で小 さ く描 かれる傾
向が認め られたが,閉 眼→開眼順の方が差が顕
著であった(Fig.1-3)。 一方,描 画 された指定
円の平均 的大 きさは開眼条件では30mm,閉 眼
条件 で は26mmで,閉 眼 時 に4mmの 縮小 が見
られ た。閉眼条件 で よ り小 さい 円 を描 いた74%
の被 験 者群 の描 画 円 の大 きさに は,開 眼条 件 で
平均31mm,閉 眼 条件 で平 均24mmと,顕 著 な
差 が認 め られ た(Fig.1-4)。 指定 円におい て も,
初 め に見 なが ら描 い た後 に見 ない で描 く開眼→
閉眼順,そ の逆 の 閉眼→ 開 眼順 で,と もに閉眼






























































































































































ことが確かめ られた。本実験 では,同 様 なこと
が線の描画においても認められるか検討する。
方 法
条件 と用具:30mmの 横線を開眼条件 と閉眼
条件で描画 させ る。A6版(縦11cm× 横15cm)
の白紙複数枚。筆記用具 として鉛筆。
手続:灘 者は閉肌 て30㎜ 備 線 を1緬
するように教示 された。60秒 間の休憩 をはさみ
なが ら5試 行が繰 り返された。充分な休憩 をと
った後,開 眼 したまま見なが ら30mmの 横線を
描画する。これ も60秒 間の休憩 をはさみなが ら
5試 行が繰 り返 された。描画の最 中は,開 眼条
件,閉 眼条件 ともに,左 人差 し指 を用紙 の一定
の位置 に置 き,始 点の手掛か りとした。描いた
線 を被験者が見 ない ように,描 画後す ぐに描画




個 人デ ー タを,閉 眼 条件 で よ り短 く描 いた被
験 者群 と,開 眼条件 で よ り短 く描 い た被 験 者群
とに分 け てTable2-1に 纏 め た。Fig.2-1に 明 ら
か な通 り,70%の 被験 者が 閉眼 条件下 で線 を よ
り短 く描 いた(Figure2-1)。 その平均 的長 さは
開眼 条件で31mmで あ るの に対 し閉眼条件 で は
22㎜ で,差 は9mmと 顕 著で あ った。(Figure
2-2)o
subj. with without subj. wlth withOut
1 30 28 8 30 37
2 37 23 9 33 37
3 33 等6 10 23 27


















































眼 を閉 じて描 くと円が小 さ くなることが実証
されたが,そ れは閉眼に起 因するのではな く描
画の軌跡 を視覚的に逐次確認することに依存す
る可能性 も考 えられる。 この実験では開眼 して
はいるが,よ そ見 を しなが ら描 く条件 と暗室で
眼を開いて描画す る条件 を加 えこの点について
明 らかにす る。
方 法
条件および用具 描画条件 は開眼 し見なが ら
描画,開 眼 してはいるが他所 を見 て描画軌跡 を
見ないJ暗 室内で開眼,閉 眼の4条 件。用具 は
前実験 と同 じ。
手続1全 ての被験者が初めに眼 を閉 じて直径
30mmの 円を描 き(閉 眼条件),そ の後の開眼3
条件については被験者ごとにランダム順 とした。
その他 の手続 は前実験 と同 じ。
被験者:大 学生男女30名
結 果
閉眼 条件 で描 画 円が縮小 す る傾 向 は,前 実験
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閉眼 で よ り小 さ く描 画 した56%の 被 験 者 にお
い て は見 なが ら描画 した 円の大 き さは指 定通 り
30mmで,よ そ見条件 と暗室条件 で やや縮小 し
28mm,閉 眼 で は更 に縮小 して26mmで あ り
(Table3-2,Figure3-2),視 覚情報 量が カ ッ トさ
れるにつれて描画 された円は小 さくなっている。
その他の被験者 においては開眼 しているが描画
中の軌跡 を見 ない2つ の条件 で他 よりも大 きな
円が描かれているが(FigU.re3-2),そ の傾向の




記憶像 と描画の大 きさとの関係 を検討するた
め,こ の実験 では手本で大 きさを確認 しなが ら
円を描画 させる。
眼を閉 じて描画すると大 きさが縮小す ること
が,記 憶像の大 きさが実際の大 きさよ り小 さい
ことに起 因する可能性が考え られる。 もしそ う
であるならば,眼 を閉 じて描画するときで も手
本 を触 って大 きさを確かめなが ら描画すれば,













smallerwith◎ 掴tG7s醐/%) 30 28 Z8 26
s細lerw繍 く17subj/7%) 26 33 31 31
samesire〈2窪 瑚 〆6%) 21 23 26 2等
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手続:開 眼条件では直径30mmの 手本 を見 た
後,隣 の白紙 に描画する。閉眼条件では立体 コ
ピーで作成 された直径30mmの 浮 き上が り円を
触 った後,眼 を閉 じた まま,そ の隣の白紙に利
き手で描画する。 どちらの条件 において も描画





個 人 デ ー タを,閉 眼条件 で よ り小 さ く描 いた
被 験 者群 と,開 眼条 件 で よ り小 さ く描 いた被 験
者群 とに分 けてTable4-1に 纏 めた。閉眼条件 で
描 画 サ イズ の縮小 を示 したのは全 被験 者の88%
で あ った(Figure4-1)。 その被 験 者 たちの平均
描 画 サ イズ は開眼条件 で手本 の直径30mmと の
誤 差 が な く,正 確 に描 画 され たの に対 し,閉 眼
条件下 の描画 サ イズ は24mmで,縮 小 が顕著 で
あ った(Table4-2,Figure4-2)。 開眼条 件 での
描 画 円が よ り小 さか った被 験者 は2名 で,閉 眼
と開眼 とで大 きさの差 はlmmと 僅 かで あった
(Figure4-2))a
以 上 の結 果が示 す よ うに,手 本 に触 って大 き
さ を確認 しなが ら描 画 したに もか かわ らず,閉
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あった。 このことか ら,閉 眼条件での描画サイ
ズの縮小は閉眼での描画サイズの縮小 は単 に記





していることに起 因 している とするならば,視
力状態 を組織的に操作 したとき,低 視力条件 に




条件 お よび用 具:被 験 者 の課 題 は与 え られ た
白紙 に長 さ130mmの 横 線 また は縦 線 を描 くこ
とであ る。 低視 力 条件 を作 る ため のocclusion
foil(o.3,0.1)数 枚 。foilを 装着 す るた めの眼鏡
フ レーム。視 力検査 用の5m視 力表。A5版 白紙
複 数枚 。鉛筆 。視力 条件 は,視 力 ゼロ 閉眼 条件,
開眼条 件(裸 眼視力 または矯正視 力),中 間の低
視 力条件 と してocclusionfoilD.1+・o.1(o.1の2
枚 重 ね),0.3,0.1の3条 件 を加 えた5条 件 。視
力有 りの4条 件 は ラ ンダム順 とす る。被験 者 の
半数 は閉眼 条件 の後 に開眼条 件,他 の半数 は開
眼条 件 の後 に閉眼条件 で描 画 を行 う。そ れぞ れ
の視 力 条件 につ い て,縦 線,横 線 の描 画順 は ラ
ンダム と した。
手 続:実 験 に先 立 ち,裸 眼 視力 が測 定 された。
occlusionfoil装 着 時の視力測 定 は各低 視力 条件
の実 験 直前 に行 わ れた 。各視 力 条件 ご とに縦 線
お よび横線 が ランダム/頂に1本 ず つ描 かれ た。
被 験者:大 学 生男 女15名 。
結 果
Table5-1お よびFigure5-1は15名 の被験 者
の裸 眼視 力(矯 正視 力 を含 む)お よびocclusion
foil装 着時 の視 力 を示 した もので あ る。裸 眼視
力 の個 人差 に応 じて測 定値 は異 な る もの の使 用
され たfoilの 種類 に応 じて視 力値 は段 階的 に変
化 して い る こ とが分 か る。平均 視 力 は0.1+0.1
(o.1foi1の2枚 重 ね)装 着時がo.03,0.1装 着 時
が0,12,0。3装 着時 が0.21で あ り,裸 眼視 力 の
平均 は1.03で あ った。
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タをTable5-2に,横 線 の長 さの個 人 デ ー タ を
Table5-3に 示す 。Figure5-2お よびFigure5-3
は個 人デ ー タに平均 値 を加 え描 画 され た縦線 お
よび横線 の長 さを視 力条 件 に対 して プロ ッ トし
た もので あ る。縦 線,横 線 ともに客観 的 な130
mmよ り短 く描 かれ,閉 眼条件 で は開眼 条件 に
比べ さ らに短 く描 か れ た。 しか し,occlusion
foilを 装着 した低視 力 シ ミュ レー シ ョン条件 で
は,平 均 的 に は裸 眼視 力 よ りむ しろ縦 線,横 線
と もに長 く描 か れ る傾 向 があ り,個 人 差 も認 め
られ る。 そ こで,以 下 に傾 向 別 に被 験 者 をグル
ー プ分 け した分 析 を試 みる(Table5 -4)。
縦線 について
被 験者 群(1)のBの 描 い た線 は視力 の上 昇 と
とも長 く(Figure5-4),被 験 者群(2)H,G,C
で は 閉眼条 件以外 で は客観 的長 さ よ りも長 く描
か れ た。0.1のfoilを2枚 重ね た最 も視力 の低
い 条件 におい て線 が最 も長 く描 か れ,視 力値 の
上 昇 とと もに短 くな っ て客 観 的長 さに近づ い た
(Figure5-5)。 第3群 の9名 は客 観 的長 さに比べ
て短 く描 く傾 向 を示 し,occlusionfoil装 着 時 に
最 も長い線 を描 い た(Figure5-6)。 第4群 のA
とNの 描 い た線 はいず れの視 力 条件 で もか な り





で,低 視力条件 においても視力 の上昇 にともな
って線が長 く描かれる傾向が認められる(Figure
5-8)。 これに対 し被験者群(2)の4名 は何れの
条件 で も客観的長 さに比べて顕著 に短い線 を描
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以上の通 り,縦 線,横 線 どちらの場合 にも,全
ての被験者によって閉眼時の描画線が最 も短 く,
しか も客観的長 さよ りも顕著 に短 く描 かれた。
視力が増大 し視覚情報が多 くなるほど線の伸長
も増大する傾 向が,一 部の被験者では認め られ
たが,全 ての被験者 に共通する傾 向ではなかっ
た。描画 された線分の長 さへの視力値 の影響 は
被験者群 によ り,多 様 な差異が認め られた。
画の4条 件である。いずれの条件 において も,
手本は毎 回の描画前 に1分 間観察 され,描 画す
る ときには撤去 された。描画 は利 き手で行 われ
た。手本 としてボール紙 に長 さ130mmの 細い
角棒 を張 り付 けたカー ドが使用 された。描画す
る紙のサイズは縦298mm× 横105mmの 横長
の白紙が複 数枚用意 され,横 線 を描 くときは,
同 じ紙が横長 に配置 された。鉛筆数本。低視力
シミュレー ションの用具お よび低視力条件 は実
験5と 同じである。
被験者の半数 は開眼条件から,残 り半数は閉







状態を組織的に変化 させ,手 本 を見た り触 った




開眼 したまま描画,② 手本 を見た後,閉 眼 して
描画,③ 閉眼 して手本 に触 った後,開 眼 して描
画,④ 閉眼 して手本に触った後,閉 眼のまま描
結 果
Table6-1は 描画 条件 ご との描 かれた縦線 ・横
線 の平均 値 を一覧 した もので あ る。Figure6-1,
Figure6-2は そ れ を視 力条件 に対 してプ ロ ッ ト
した グラ フ,Figure6-3,Figure6-4は 描画 条件
に対 して プ ロ ッ トした グラ フで ある。 各 グ ラフ
中の手本 無 しの デー タは実験5の 全被 験者 の平
均値 を再 プロ ッ トした もので あ る。
全 ての条 件 にお い て,描 か れ た縦 線 お よび横
線 は客観 的130mmよ りも短 か った。 また,手
本 の有 無 に関わ らず,ま た手本 が視 覚 的か触 覚
的か の種類 の違 い に関 わ らず,見 な いで描 か れ
た線 は,ど の視 力 条件 におい て も顕 著 に短 か か
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った。
見なが ら描かれた縦線は描 画に先立 ち手本が
示 されて も示 され なくて も,ま た視覚的手本か
触覚的手本かに関わ らず,描 画 された長 さにほ
とん ど差がみ られない。ただ し,手 本が与 えら
れた場合,そ れが視覚的で も触覚的で も,手 本
がない場合 に比べて個人 によるバラツキが非常
に小 さい(Figure6-1,Figure6-3)
Figure6-2お よびFigure6-4に 示 される通 り,
横線の描画においても,手 本 も種類 と手本 の有
無の効果 については縦線の描画 と全 く同様 な傾
向が見 られた。手本が与え られることによって
個人のバ ラツキは顕著に減少 した。
以上,手 本の効果は線分の長 さが正確 に描 か
れることには貢献 しない。視覚情報がない場合
の描画 は,あ る場合 に比べて縮小す ること,個




閉眼条件 でのパ ターンの縮小 は,描 画 とい う
行為 においてのみ生 じる現象であろうか。本実
験では円の大 きさ及び線の長 さ判断に関す る心
理物理学的測定 を行 い,開 眼条件 と閉眼条件 と
の比較を行 う。
方 法
条件および手続:購 轍 は直径30㎜ の円
および長 さ30mmの 横線。比較刺激は直径およ
び長 さが22mmか ら36mmま で1mmス テッ
プで変化する円 または横線。大 きさ(長 さ)判
断は開眼条件 と閉眼条件の2通 りで行 われた。
閉眼条件での刺激 として立体 コピーで浮 き上が
り図形が作成 された。標準刺激の位置,左 と右
の2通 り。全 ての実験条件の組み合 わせ8実 験
ブロックを被験者 ごとにランダム順で,極 限法
を用 いて測定が行われた。1ブ ロ ックにつ き上
昇下降各4試 行,各 試行で標準刺激に対 して比




Table7-1とTable7-2は 開眼 条件 での 円の大
きさ及 び線 の長 さ判 断,Table7-3とTable7-4
は閉眼 条件 で の円 の大 きさ及 び線 の 長 さ判 断の
個 人別 デー タで あ る。Figure7-1に 示 す通 り,開
眼条 件,閉 眼条件 ともに物 理 的大 きさや長 さか
らの 判 断誤 差 はほ とん ど認 め られず,従 っ て条
件 に よる差 異 も認 め られなか っ た。 この ことか
ら閉 眼描 画 にお け る縮小 効 果 は触 覚 と視 覚 の大
きさや長 さに関す る判 断基準 の相違 に よる もの
で は な く,描 画 に伴 い生 じる差異 と考 え られ る。
考 察
眼を閉 じて描 くと眼 を開いて描 く場合 に比べ
て線や円が縮小する現象 を確認 し,そ の生起因
を明らかにするために,7つ の実験が行われた。
実験1の データは,パ イロッ ト実験 として心理
実験 に未経験は多数の大学生から収集 されたが,
約75%以 上において,縮 小現象が確認 された。
実験2で は被験者の数 を無作為 に しぼ り,10名
について円の描画 を行 わせたが,こ こで も70%
の被験者が閉眼描画時 に縮小 を示 した。初めの
2つ の実験で円で も線で も同様 に縮小現象 が認
め られ,描 かれるパ ターンの種類 に依存 しない
ことが示唆 された。 また始めに眼 を開けて比較
的正確 な長 さや大 きさを描画 した後では,そ の
後に眼を閉じて描画 しても縮小現象が起 こらな
かった り,減 少が弱 まった りす るか とい うと,
その ようなことはな く,開 眼,閉 眼 どち らで先
に描画 して もこの傾向は等 しく認められた。
実験3以 降 においては,ど うして閉眼描画に
おいて縮小現象が起 こるのか,そ の生起因 につ
いての分析が行 われた。開眼条件 であ って も,
よそ見 しなが ら描いた り暗室内で描いた りして
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運動が萎縮 されて描画の縮小 が起 こるという可
能性 は支持されなかった。実験4と 実験6に お
いては,描 くべ き大 きさや長 さの基準 を与 える
目的で,描 画直前 に手本を見た り触 った りさせ
た。手本で大 きさを確認 しなが ら描画 しても閉
眼描画 の縮小傾 向はおさえ られるどころか,か
えって顕著になった。実験5に おいては,視 覚
情報量 を操作する目的で,低 視力 をシ ミュレー
トして,異 なる視力条件下での描画作業が行わ
れた。ここで も,視 力ゼロの閉眼時に縮小現象
が顕著 であったが,視 力の程度 と描画サイズの
関係は必ず しも組織的ではなかった。視力の増
大 によって描画サイズが組織的に増大する者 も
あったが,そ れは被験者の一部であ り,被 験者
によ り様 々な傾向がみられた。実験7で は開眼
時 と閉眼時において,大 きさ判断の心理物 理実
験 が行 われた。開眼 と閉眼の結果 に差異は認め
られず,デ ータのバラッキも極めて小 さかった。
以上の結果か ら,こ の縮小現象は記憶 イメージ
の大 きさが客観的な大 きさよりも小 さいために
起 こるとは考え られない。 また,触 覚イメージ
が視覚 イメージよ りも小 さいために縮小現象が
起 こると説明す ることもできない。
しか し,閉 眼描画時の縮小現象は,全 ての被
験者で生起 したわけではない。率が低い とはい
え,閉 眼時 に描画が拡大 した り,開 眼時に描画
の縮小 を示 した被験者 もいるこ とか ら,一 見単
純 に思 えるこの縮小現象には}複 数の要因が複
雑 に関係 しているもの と考 えられる。
今後 は,こ の縮小現象が描画作業 にのみ固有
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Wouldthepatternbedrawnsmallerwithoutvision?
HiromiWAKE
TenjiWAKE
ErikoMOGI
Summary
Keyword
withvision,withoutvision,touch,vision,dawnsize,shrinkingeffect
Itwasdeterminedwhetherthepatternwouldbedrawnsmallerindrawingtaskwithoutvisionthan
withvisioninthefirsttwoexperiments.Inthefirstexperiment,the198subjectswereaskedtodraw
thecircleoffreesizeand30mmcircleindiameter.Inthesecondexperiment,tensubjectswere
askedtodrawthehorizontallinewithandwithoutvision.Theshrinkingeffectofdrawnpattern
withoutvisionwasconfirmedbothforthecircleandtheline.
Theotherfourexperimentsweredoneforthepurposeofdefiningthemechanismsoftheshrinking
effect.Inthethirdexperiment,thecirclewasdrawninthefollowingfourconditions;withvision,
withvisionbutnotfollowingupatraceofdrawingcircle,openingeyesinthedark,closingeyes.
The56%ofthesubjectsdrewsmallercirclewiththedecreaseofthevisualinformation.Inthe
Experiment4andExperiment6,thesubjectallowedtoconfirmtheobjectivesizebythevisualor
tactualmodelgivenjustbeforedrawingthecircleandtheline.Theshrinkingeffectwasalsoclear
inspiteofthemodel.Thismeansthattheshrinkingeffectisnotdependonthedifferenceofthe
memorysizeinvisionandtouch.IntheExperiment5,theverticalandhorizontallinewasdrawn
withoutvisionandwithnakedvisionandthxeehowvisioncondition.Thedxawnlinewasthe
shortestwithoutvisionineverysubjects,buttheeffectoflowvisualacuitywasnotthesameasthe
Individual.
Inthelastexperiment,thesizeofthecircleandthelengthofthelinewaspsychophysically
estimatedbothwithandwithoutvision.Nodifferencewasrecognizedinestimatedsizewithvision
comparedwithoutvision,andalsothedifferenceoftheestimatedsizefromtheobjectivesizewas
veryfewbothwithandwithoutvision.
Astheresultsofsevenexperiments,theshrinkingeffectofpatternwouldberecognizedessentially
inthedrawingtask.
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